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須賀川市立第一小学校 学校だより No.９                 令和 ４年１２月 ５日 

                               

 

 

 

学校内の草花（１２月） 

【教育目標】 何事にもすすんで取り組み、気概をもって立ち向かう、心豊かな児童の育成をめざす 

○ 心の豊かな子ども（交流）  ○ 健康でたくましい子ども（挑戦）  ○ 意欲的に考える子ども（自立） 

２学期もあと一ヶ月 

季節は秋から冬へ。学校では本格的に稼働するこれからの季節に備え、各教室でヒーターの試しだきを行いました。冬への準備も着々

と進んでいます。 

さて、本校では１１月２８日（月）より１２月８日（木）まで保護者の皆様と個別懇談の機会を設けております。お子さんの学校での学習や

生活の様子を伝えるとともによりよい成長に向けた話ができる時間となるよう努めて参りますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

一方で、いっこうに収まる気配を見せない感染症につきましては、皆様に大変ご心配をおかけしているところです。今年度、一度も授業

参観ができていないことから、去る１１月２２日（火）に授業参観を計画したところですが、第八波の到来とともに校内の感染者も増えつつあ

ったことから実施を中止せざるをえなくなり、楽しみにしていた子どもたちや保護者の皆様には申しわけなく思っております。 

第二学期も残すところ一ヶ月足らずとなりました。学期のまとめを確実に行うとともに有意義な冬休みとなるよう指導してまいりますので、保

護者の皆様のご理解ご協力のほどどうぞよろしくお願いします。 （校長 菅野 哲哉）   

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 
＜１年＞秋さがし（空港公園）   動物とふれあい体験（岩瀬牧場）   ＜２年＞芋掘り体験（生き生き農園）    まちたんけん（市内） 

 

 

 

 

 

 
 

＜３年＞ヤクルト食育教室    松明あかし見学（一中）  ＜４年＞保健指導（養護教諭）  歯科指導（歯科衛生士） 

 

 

 

 

 

 

 

＜５年＞ 自然体験学習（磐梯青年の家）   動車工場見学（日産自動車工場）   ＜６年＞ムシテックワールドでの学習    主権者教育（大学教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 二学期も各学年が計画的に体験を通して学ぶ学習を多く取り入れました。 

子どもは日々の小さなできごとの積み重ねを通して学び育っていきます。ですから、日々の授業においては、壮大な何かを求めるというより

は、子どもの小さな気づきや発見を大切にしなければなりません。その際、直接自然や人に触れ体験的に学ぶことは子どもをより夢中にさせ、

生きて働く経験となることからとても大切なことだと考えます。 

 既に各学年だよりで紹介された学習もありますが、改めて写真にて紹介いたします。 



 

 

 

      
・  

＜令和４年度ふくしまエコライフ絵はがきコンテスト＞        ＜令和４年度「税の標語」＞    

・ 奨励賞  関根 叶人（１年）                 ・ 入選  伊㔟  旺介（５年） 

＜第２７回智恵子のふるさと小学生紙絵コンクール＞         ・ 同   鈴木あやの（５年） 

・ 小学２年生の部  銀賞   浅岡彩結美（２年）        ・ 同   小泉 新奈（６年） 

・ 同        佳作   森尾 芽生（２年）        ＜第７２回全国小・中学校作文コンクール＞    ▲ 放送での賞状伝達式 

＜令和４年度福島県火災予防絵画・ポスターコンクール＞       ・ 小学校低学年の部  佳作  酒巻 花澄（３年） 

・ 小学生高学年の部 最優秀賞 小山綸千花（５年）         

＜令和４年度火災予防絵画・ポスターコンクール＞ ※ 地区コンクール      

・ 優秀賞 小山綸千花（５年）                   

・ 入選  最上 夏帆（３年） 

 

 

 

 

 

 

 
 

いざ、全国の夢舞台へ！ 

１０月５日（土）、宮城県 グランディ・２１で開催された第５１回マーチングバンドバトントワーリング山東北大会において、本校特設マーチン

グバンド部が金賞受賞、全国大会への切符を手にしました。これは、２年連続１４回目の出場となります。（※ 昨年度はビデオ審査）そして、この

快挙を１１月２８日（月）須賀川市長へ部長 田 司さん、副部長 畠山蕗羽さん（ともに６年）が報告してきました。市長から、「須賀川市の子

どもたちの頑張りは市民にとっても大きな喜びです。皆さんの頑張りが市を明るくしてくれます。全国大会でも頑張ってきてください。」と力強くエ

ールをいただきました。全国大会は１２月１０日（土）、埼玉県さいたまスーパーアリーナで開催されます。最高のパフォーマンスを期待しています。 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 第５１回マーチングバンドバトントワーリング大会                ▲ 市長報告より 
 

小中の連携を深め、教育の質の向上をめざす 

須賀川市は、一人残らずの子どもの９年間の学びと育ちに責任を持ち、子どもの成長を促していきたいとの考えから、小中一貫教育（小、中学校

の連携の強化）を推進しています。本校の子どもの大部分が第一中学校へ進学することから、第一中学校と緊密な関係を持ちながら協力して教育活

動を推進しています。 

そのような中、１１月２５日（金）には５年生を対象とした中学校教諭による理科授業、６年生３学級の授業を参観しての第２回小中合同授業研

究会が、１２月２日（金）には小中合同学校評議員会が開催されました。今後、さらに６年生の中学校一日体験、小中代表教員の先進地視察研修を

実施する予定です。ご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。 

        

 

 

 

 

 

 
▲ 中学校教諭による理科授業           ▲ 第２回小中合同授業研究会            ▲ 小中合同学校評議員会 

 

 

 

 

 

 

  

 

特設マーチングバンド部は、「We Love Marching」を合い言葉に２５名で活動しています。上級生が下級生に声をかけながら一丸となって練習

に取り組んできた結果、全国大会への切符を手にすることができました。目標が達成できたのは、先生方や保護者の方、応援してくださった方々

のおかげだと思っています。全国大会でも頑張ってきます。 （※ 市長あいさつより 一部抜粋 特設マーチングバンド部部長 田 司） 

＜さくら・ひまわり学級＞リンゴ収穫体験（市内箭内果樹園）        写真教室（日本写真家協会） 
 

 

 

 

 

 

 


